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問 11 次の文章は，それぞれのダイオードについて述べたものである。 

ａ．可変容量ダイオードは，通信機器の同調回路などに用いられる。このダイオー

ドは，pn 接合に    (ｱ)    電圧を加えて使用するものである。 

ｂ．pn 接合に    (ｲ)    電圧を加え，その値を大きくしていくと，降伏現象が起き

る。この降伏電圧付近では，流れる電流が変化しても接合両端の電圧はほぼ一

定に保たれる。定電圧ダイオードは，この性質を利用して所定の定電圧を得る

ようにつくられたダイオードである。 

ｃ．レーザダイオードは光通信や光情報機器の光源として利用され，pn 接合に

    (ｳ)    電圧を加えて使用するものである。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｳ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ) (ｲ) (ｳ) 

(1) 逆方向 順方向 逆方向 

(2) 順方向 逆方向 順方向 

(3) 逆方向 逆方向 逆方向 

(4) 順方向 順方向 逆方向 

(5) 逆方向 逆方向 順方向 
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問 12  図のように，z 軸の正の向きに磁束密度 31.0 10 TB の平等磁界が存在す

る真空の空間において，電気量 64.0 10 Ce の荷電粒子が yz 平面上を y 軸か

ら 60°の角度で①又は②の向きに速さ v[m/s]で発射された。この瞬間，荷電粒子

に働くローレンツ力 Fの大きさは 81.0 10 N ，その向きは x軸の正の向きであっ

た。荷電粒子の速さ v に最も近い値[m/s]とその向きの組合せとして，正しいもの

を次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

ただし，重力の影響は無視できるものとする。図中の  は，紙面に対して垂

直かつ手前の向きを表す。 
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 速さ v  向き  

(1) 2.5  ①  

(2) 2.9  ①  

(3) 5.0  ①  

(4) 2.9  ②  

(5) 5.0  ②  
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